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野村DC世界分散投資戦略ファンド 
愛称：DCグローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第３期（決算日2025年１月21日） 
 

作成対象期間（2024年１月23日～2025年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2022年８月17日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこと
を基本とします。 

主な投資対象 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年８月17日 10,000 － － － － － － － 1 

１期(2023年１月23日) 9,073 0 △9.3 － 19.0 44.2 13.9 13.0 15 

２期(2024年１月22日) 9,043 0 △0.3 － 30.2 43.5 9.8 12.1 8 

３期(2025年１月21日) 9,338 0 3.3 － 42.9 56.5 △15.3 11.8 8 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2024年１月22日 9,043 － － 30.2 43.5 9.8 12.1 

１月末 9,094 0.6 － 30.0 40.3 11.6 13.4 

２月末 9,126 0.9 － 32.1 43.0 4.4 14.0 

３月末 9,375 3.7 － 34.0 40.3 8.5 13.7 

４月末 9,090 0.5 － 36.9 41.0 4.1 14.7 

５月末 9,101 0.6 － 33.8 40.6 7.4 13.0 

６月末 9,293 2.8 － 34.1 44.3 4.4 12.7 

７月末 9,231 2.1 － 32.0 46.0 4.6 10.5 

８月末 9,333 3.2 － 38.6 46.1 △ 0.3 11.1 

９月末 9,460 4.6 － 38.5 45.9 △ 0.7 11.1 

10月末 9,359 3.5 － 40.5 42.6 1.2 11.7 

11月末 9,457 4.6 － 43.2 51.8 △10.5 11.6 

12月末 9,324 3.1 － 40.2 56.5 △17.7 12.8 

(期  末)        

2025年１月21日 9,338 3.3 － 42.9 56.5 △15.3 11.8 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年１月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期間の基準価額は、3.3％上昇しました。基準価額変動の主な要因を以下に記します。 

 

（株 式 運 用／＋）株式市場が上昇する環境下で、当作成期間平均＋46％の投資比率とし

たことがプラスとなりました。ただし、欧州や日本など北米に比べて

上昇率が低かった地域へ分散投資を行なったことによる地域選択効果

のマイナスが、全体のプラス幅を縮小しました。全体では６％程度の

プラスとなりました。 
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（債 券 運 用／－）債券市場が下落する環境下で、当作成期間平均６年強の債券デュレー

ション※としたことがマイナスとなりました。また、長短期金利の逆転

に伴い利回り収益もマイナスとなりました。全体では２％程度のマイ

ナスとなりました。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指

標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 

（通 貨 運 用／＋）当作成期間平均の外貨比率を８％としたことがプラスとなったほか、

内外金利差から得られるキャリー収益の効果がプラスとなりました。

一方、米ドルを中心とする外貨配分とした外貨選択効果が、米ドルが

下落した2024年８月から９月にかけてマイナスとなりました。全体で

は小幅なプラスとなりました。 

 

（オルタナティブ／＋）商品投資においてはETFを通じた金への投資効果がプラスとなりまし

た。その他、国内外のリートへの投資効果は軽微なマイナスとなりま

した。オルタナティブ運用全体の効果はプラスとなりました。 

 

その他、信託報酬や売買手数料等が基準価額を押し下げました。 

 

○投資環境 

当作成期首比で、株式市場では、主要先進各国で株価が上昇しました。債券市場では、日米

独の長期債券利回りが上昇（価格は下落）しました。為替市場では、米ドルやユーロが対円で

上昇（円安）しました。 

 

2024年年初より、米国において市場予想を上回るCPI（消費者物価指数）上昇率が発表され

るなどインフレ圧力の根強さが確認されたほか、米金融当局者による早期の利下げ期待に対す

るけん制発言などが背景となって債券利回りは上昇しました。日本では、３月の金融政策決定

会合においてマイナス金利政策やイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の撤廃が決

定されたことなどから債券利回りが上昇しました。株式市場においては、中東情勢の緊迫化を

受けたリスク回避の動きにより下落する場面があったものの、労働市場の底堅さや良好な各種

の経済指標を受けた景気期待の高まり、半導体関連企業の好決算などを背景に上昇しました。 

５月以降は、米国において雇用等の経済指標が予想を下回ったことや、インフレ率の減速が

確認されたことから市場で利下げ期待が高まって欧米の債券利回りは低下（価格は上昇）、株

価は上昇しました。一方、日本では日銀による国債買い入れオペの減額や、早期の利上げが警

戒されたことから債券利回りが上昇しました。為替市場においては、内外の金利差が高水準で

あることなどを背景に円安が進行しました。 
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８月に入ると、７月の米雇用統計が市場予想を下回ったことなどから景気悪化懸念が強ま

り、米国を中心に株価が下落しました。日本については、米金利の低下により日米金利差が縮

小し、外国為替市場で円高進行が続いたことから、株価が大幅に下落しました。その後は、欧

米の中央銀行による利下げ期待の高まりなどを背景に、主要先進国の株価が上昇、長期国債利

回りは低下基調となりました。 

10月以降は、米大統領選挙が市場で関心を集めました。トランプ前大統領が優勢との見方が広

がった際や、実際に再選が決定した際に、米国を中心に株価、長期国債利回りが上昇しました。 

12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）では、追加利下げが決定されたものの、FOMC参加者

による2025年以降の政策金利見通しで利下げ幅の大幅な縮小などが示唆されたことから、債券

利回りは上昇、株価は下落に転じました。 

2025年１月には、12月の米CPIでエネルギーと食品を除くコア指数の上昇率が市場予想を下

回ってインフレ懸念が和らいだことなどを背景に、欧米の長期債券利回りが低下し、ハイテク株

を中心に株価は上昇しました。ただし、日銀の利上げ観測が重石となり日本株は下落しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村DC世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

を、当作成期間を通じて高位に組み入れました。 

 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

＜前半（2024年１月23日～2024年７月22日）＞ 

【株式】 

市場で欧米を中心に金融緩和期待が高まることを想定して、当作成期首に38.7％としていた

投資比率を徐々に引き上げて４月末には45％程度として、７月下旬までその水準を維持しまし

た。投資比率を引き上げた際には、北米に重心を置いた配分を維持しつつ、日本や欧州の投資

比率を引き上げました。また、セクターや市場配分においては、成長力が高いことが評価され

やすいと想定したナスダック100指数やITセクターなどに重心を置きました。 

 

【債券】 

当作成期首に6.4年としていた債券デュレーションを２月には６年弱まで短期化しました。

その後、欧米の金融政策が緩和的になることを想定して欧米債券への投資姿勢を積極化したた

め、４月には７年程度としました。その後も７年程度のデュレーションを維持して、７月下旬

には6.8年としました。日本については日銀の金融引締めに警戒したため当作成期首で1.2年と

したデュレーションを７月下旬には0.4年まで短期化しました。 
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【通貨配分】 

当ファンドは、外国資産への投資を通じて生じる為替レート変動の影響を抑制するために、

為替ヘッジ（為替の売り予約）後の円貨比率を100％程度にすることを基本としています。当期

間は外貨比率を平均６％（円貨比率94％）程度として円安に備えたポートフォリオとしました。 

 

【オルタナティブ】 

これまでに実施された世界的な金融引締めの影響を受けて軟調になりやすいと考えたリー

トは、当期間を通じて抑制的な投資比率としました。また、地政学的リスクが上昇する際に買

われやすいと考えた金と原油を徐々に組み入れ、商品の投資比率を当作成期首時点の2.0％か

ら、３月には５％弱程度まで引き上げました。その後、想定通りに商品価格が上昇したため、

組み入れ比率を引き下げて７月下旬には0.3％としました。 

 

＜後半（2024年７月23日～2025年１月21日）＞ 

【株式】 

７月下旬に＋44％程度としていた投資比率を段階的に引き上げ、当作成期末には＋54％程度

としました。８月に世界景気に対する慎重な見通しを中立化しました。さらに、11月には世界

景気が拡大することを見込んだ戦略へと変更しました。 

 

【債券】 

７月下旬に6.8年としていた債券デュレーションを段階的に引き下げ、当作成期末には5.3年

としました。上記【株式】で述べたように世界景気に対する見通しを変更したため債券デュ

レーションを短期化しました。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、外国資産への投資を通じて生じる為替レート変動の影響を抑制するために、

為替ヘッジ（為替の売り予約）後の円貨比率を100％程度にすることを基本としています。当

期間は外貨比率を平均10％（円貨比率90％）程度として内外の金利差を収益とする戦略をとり

ました。 

 

【オルタナティブ】 

当期間平均でリートへ0.5％、商品へ0.5％程度と抑制的な投資姿勢を維持しました。 
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以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 

 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
 

  

 

・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、当作成期間の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2024年１月23日～ 
2025年１月21日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 587   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

株式などのリスク資産に対する積極的な投資姿勢を維持する一方、債券に対しては積極的な

投資姿勢をこれまでよりもやや緩和する方針です。 

足もとまでの世界景気は、政策金利がコロナ禍以前よりも高位で推移していたにもかかわら

ず、景気後退に陥ることなくインフレ率は減速し、経済についても緩やかな減速にとどまりま

した。欧米主要国では、予防的な利下げを開始しており、想定していたソフトランディング（軟

着陸）シナリオが実現しつつあると考えます。 

今後の世界景気については、米国を中心として新たな景気循環が始まると予想します。11月

に実施された米大統領選挙では、トランプ前大統領が勝利するとともに、連邦議会選挙で上下

両院共に共和党が勝利する、いわゆる「トリプル・レッド」の結果となりました。トランプ新

政権の下で打ち出されることが予想される各種政策については、関税の賦課に代表されるよう

な景気に対する下方圧力となりうる政策があるものの、総合的に判断すると、拡張的な財政政

策や規制緩和など、景気浮揚効果の影響が大きいと評価します。また、大統領選挙を巡る不確

実性を避けて控えられていた設備投資が再開される可能性についても注目します。欧州につい

ても、政局不安が残るものの、財政政策と中央銀行による金融緩和の進行が景気を下支えする

と予想します。なお、中国景気については、政府により打ち出される景気刺激策が市場の期待

を上回ることができていない状況が続いており、新たな経済政策なしには今後の急回復は見込

めないと想定します。 

金融政策については、景気を刺激も冷やしもしないとされる中立金利に向けて各国中央銀行

が緩やかに利下げを進めていくと予想します。ただし、景気が堅調さを保つ限りは、利下げの

幅や実施間隔は緩やかなものとなることを想定します。一方、日本については、2025年も広く

賃上げの実施が予想されるなか、日銀による追加利上げが決定されることを予想します。 

 

資産別の投資方針は下記の通りです。 

●株式 

現状程度の投資比率を維持する方針です。世界経済の中心である米国の景気が好調さを維持

することで、株価も堅調となることを予想します。トランプ米新政権下で課される追加関税に

よる消費への下押し圧力が意識されて株式市場が下落する場面も想定されるものの、その際に

は緩和的な金融政策が支えとなることを想定します。投資比率を引き上げる場合は、中国にお

いて、市場期待を上回る景気刺激策が公表される際を想定します。その際には、これまで低調

であった消費が再加速する可能性が高いため、連動しやすいアジアや欧州を中心に投資比率を

引き上げることを検討します。一方、インフレ率が再加速して再び金融引締めサイクルが始ま

る可能性が高まった場合は、反対に投資比率を引き下げることを想定します。 
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●債券 

世界景気は堅調さを維持しているものの、2022年をピークにインフレ率が徐々に減速する環

境下で、日本を除く多くの国では、今後も利下げが続くことが市場で織り込まれています。ま

た、米国では政策金利が４％程度と比較的早い段階での利下げ停止が市場では織り込まれてい

ますが、さらなる利下げの織り込み余地が残ると考えます。その下では、中央銀行による利下

げが継続することにより債券利回りは短中期年限が低下しやすいと予想します。逆に、長期・

超長期年限は財政政策に対する思惑を背景に利回りが低下しづらく、イールドカーブ（利回り

曲線）は傾斜化しやすいと考えます。 

地域配分においては欧米への投資を積極的とする一方、日本への投資を抑制的とする方針で

す。欧米主要各国が利下げを進める中、日本はさらなる利上げが想定されます。欧米との金融

政策の乖離が続く限り、地域間の相対戦略は継続する方針です。 

また、社債に関しては国債との利回り格差が小さく、投資魅力度は低いと考えるため、当作

成期末時点では投資を抑制しており、今後も抑制的な投資姿勢を継続する方針です。 

 

●為替 

当ファンドは、外国資産への投資を通じて生じる為替レート変動の影響を抑制するために、

為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度にすることを基本としています。しかしながら、現在は

内外金利差が高水準であるため、為替ヘッジをする場合、その金利差がコストとしてマイナス

に影響します。そのため、為替ヘッジ比率を引き下げて（外貨比率をプラスとして）、コスト

の低減を図ります。当作成期末の10％程度の外貨比率を維持する方針です。 

 

●オルタナティブ 

現在の抑制的な投資姿勢を維持する方針です。 

 

［野村DC世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

の組み入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年１月23日～2025年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 95  1.020  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 51)  (0.549)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 41)  (0.439)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.053   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.010)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.043)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.019   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.016)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 102   1.092    

期中の平均基準価額は、9,270円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年１月23日～2025年１月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 1,740 2,500 2,075 3,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年１月23日～2025年１月21日) 

 

＜野村DC世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 2,794 159 5.7 2,344 26 1.1 

株式先物取引 19,050 1,937 10.2 18,947 1,902 10.0 
債券先物取引 24,753 2,017 8.1 26,067 2,008 7.7 

平均保有割合 0.2%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 5千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.165千円 

（B）／（A） 3.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2024年１月23日～2025年１月21日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2025年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 6,419 6,084 8,845 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 8,845 98.6 

コール・ローン等、その他 126 1.4 

投資信託財産総額 8,971 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,520,952千円）の投資信託財産総額

（4,996,583千円）に対する比率は70.5％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝156.10円、１カナダドル＝107.84

円、１英ポンド＝191.63円、１スイスフラン＝171.80円、１スウェーデンクローナ＝14.10円、１ノルウェークローネ＝13.76円、１ユーロ＝

161.94円、１ズロチ＝38.0362円、１香港ドル＝20.06円、１シンガポールドル＝114.80円、１豪ドル＝97.25円、１メキシコペソ＝7.5416円。

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,971,547   

 コール・ローン等 125,876   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 8,845,671   

(B) 負債 48,412   

 未払信託報酬 48,256   

 その他未払費用 156   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,923,135   

 元本 9,556,185   

 次期繰越損益金 △  633,050   

(D) 受益権総口数 9,556,185口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,338円 

 
（注） 期首元本額は9,950,914円、期中追加設定元本額は2,554,419円、

期中一部解約元本額は2,949,148円、１口当たり純資産額は

0.9338円です。 
 

○損益の状況 (2024年１月23日～2025年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 22   

 受取利息 22   

(B) 有価証券売買損益 325,041   

 売買益 397,133   

 売買損 △   72,092   

(C) 信託報酬等 △   97,369   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 227,694   

(E) 前期繰越損益金 188,138   

(F) 追加信託差損益金 △1,048,882   

 (配当等相当額) (    143,185)  

 (売買損益相当額) (△1,192,067)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  633,050   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  633,050   

 追加信託差損益金 △1,048,882   

 (配当等相当額) (    145,928)  

 (売買損益相当額) (△1,194,810)  

 分配準備積立金 415,832   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注） 分配金の計算過程（2024年１月23日～2025年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年１月23日～ 
2025年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 97,002円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 130,692円 

c. 信託約款に定める収益調整金 145,928円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 188,138円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 561,760円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 587円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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－ 16 － 

野村DC世界分散投資戦略ファンド

○お知らせ 

投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所要

の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

2024年11月５日より、ファンドの設定解約の申込締切時間を以下の記載のとおり変更いたしました。 
 

原則、午後３時30分までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 

（販売会社によっては上記と異なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。） 
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